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巻　頭　言
紀要第 11 巻発刊によせて
『埼玉医科大学看護学科紀要』は，今年度，第 11号の発刊を迎えました．
今回は，原著 3編，報告 5編，資料 5編，合計 13編を掲載することができました．2015 年は 8編，
2016 年は 10編と，この数年の掲載数は順調に増えております．今年度も多くの方々に投稿していた
だいたことに，深謝申し上げます．
さて，紀要は，例年 9月末日までの論文投稿をお願いしておりますが，この時期は後期の授業や実
習の準備に追われており，10月以降の査読と再提出の往復は，まさに授業や実習のさなかとなります．
このような状況の中，それでも時間を作って 1編の論文に向き合い完成させる過程には，著者の皆様
はもちろんのこと，査読をしていただいた皆様方の多くのご努力があったことと推察いたします．あ
らためて，教員の皆様の研究に対する熱意と真摯な態度に，深く敬意を表したいと思います．
本学は教員相互による査読システムを採用していますが，これは著者と査読者の双方にとって学び
の機会となっていると考えています．大変ではありますが，紀要の発刊は，教員の研究マインドを培い，
教員の質の向上，ひいては教育の質の向上に寄与していると考えております．看護系大学は，わが国
の 18歳人口が減少に転じている中，次年度は 260 校を越えます．また，今年度は，看護学士教育に
おけるコア・アリキュラムが公表され，まもなく看護学領域の分野別認証制度も開始される予定です．
これらの変化は，少産多死時代を迎え，社会が看護師の量的確保と質の保証の両方を求めていること
を反映したものであると言えます．また，多数の看護系大学の中から，若者に「選ばれる大学」であ
るためには，看護学教育の質や看護教員の質の向上が課題である，と言っても過言ではないと考えます．
ところで，査読は原則として 2回としておりますが，例年，再々査読を希望される査読者がおられ
ます．その結果，修正さらに査読となり入稿時期が遅れることがありました．そこで，今年度は査読
は２回を厳守し，編集作業の迅速化を図りました．また，未発表の学位論文をお持ちの方のために，
学位論文の場合はできるだけ採用の方向で検討しました．看護学科紀要は，皆様の研究論文の発表に
貢献するため，これからも改善を進めてまいりますので，お気づきのことがあれば遠慮なく委員にお
知らせください．
最後になりましたが，発刊に際してご尽力いただいた全ての皆様，また本刊をお読みいただいてい
る皆様に，心より御礼申し上げます．
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